
１８年産水稲の事業実績

　１８年産水稲の損害評価が確定しましたので、概要を公表します。

加入戸数 引受面積 共済金額 農家負担掛金 支払戸数 対象面積 支払共済金 面積 金額

（戸） （ａ） （千円） （円） （戸） （ａ） （円） （％） （％）

島根県東部 7,813 440,455 3,558,179 18,338,695 157 2,624.4 7,958,296 0.60 0.22

出 雲 広 域 13,966 821,595 6,645,930 48,942,747 566 11,213.3 40,226,944 1.36 0.61

石 見 8,584 433,635 3,446,799 28,137,241 378 6,570.2 19,817,904 1.52 0.57

石 西 地 区 4,005 182,231 1,435,443 14,393,711 113 2,521.3 6,128,744 1.38 0.43

隠 岐 801 43,648 323,290 2,039,566 13 298.2 380,712 0.68 0.12

計 35,169 1,921,564 15,409,641 111,851,960 1227 23,227.4 74,512,600 1.21 0.48

島根県東部 9 592 4,027 13,507 1 8.6 19,720 1.45 0.49

出 雲 広 域 45 3,022 21,995 86,742 0.00 0.00

計 54 3,614 26,022 100,249 1 8.6 19,720 0.24 0.08

５割 島根県東部 123 14,027 80,940 149,700 3 58.5 165416 0.42 0.20

全相殺 ９割 出 雲 広 域 7 11,288 110,298 1,182,630 1 72.4 15,776 0.64 0.01

35,353 1,950,493 15,626,901 113,284,539 1,232 23,366.9 74,713,512 1.20 0.48

　　　【被害概況】

　　　　今年の被害は主に風水害が中心で、被害の約６割を占めました。特に７月１５日～１８日にかけての豪雨により、出雲部を中心に土砂流入・流出、

　　　冠水による被害が県下の広範で発生し、これにより収穫皆無となった圃場が５０筆、３．２ｈａ発生しました。また、９月17～１８日にかけて、日本海を

　　　北上した台風１３号の強風によりコシヒカリを中心に倒伏被害が発生しました。　

　　　　病害は主にいもち病と紋枯病の発生が見られ、虫害はウンカ類の発生が目立ちましたが、いずれも比較的軽微な被害でした。

　　　　また、猪を中心とした獣害は、近年、減少傾向にありましたが、今年の被害面積は、昨年の約２．３倍の６３ｈａと増加しました。

　　　　被害全体としては、支払対象面積２３３ｈａ,支払共済金７４，７１４千円となり、作況指数９６の割には少ない被害となりました。
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